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TOF-MRA の画質評価より CS の有用性について検討し
た．〔方法〕対象は健常ボランティア 8 名．使用機器は
Philips 社製 Ingenia 3.0T．① CS と撮像時間以外の撮像
条件は同一とし，撮影時間を従来法（CS 併用なし）5








 （東京女子医科大学 1 卒後臨床研修センター，2 小児科，3 リハビリテーション科，4 小児科心理室）山岸沙衣1，
 大谷ゆい2，伊藤　進2，白倉茉由子2，元栄薫子2，中務秀嗣2，竹下暁子2，
 平澤恭子2，安達みちる3，榊原みゆき4，猪子香代2，小国弘量2，永田　智2




4．2 つの mTOR 複合体によるヒストンメチル化の協調的制御機構
 （東京女子医科大学 1 大学院，2 病理学（第一））原地美緒1，増井憲太2，柴田亮行2
特別講演　19：00～20：00 座長（画像診断・核医学科）坂井修二







東女医大誌　第 88 巻 第 2 号
頁　71～72 平成 30 年 4 月
―71―
29
